
　ここで、T�の単位時間当たりの増加分が�L�なので ���
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が成り立つ。

　図より、それぞれの端子間の電圧の合計が�D�に対する�G の電位と等しいので、

　　　　　　　9� � DE9 ��� EF9 ��� FG9

が成り立つ。この方程式を満たすような� �, �とX�を求めれば交流電流が決定できる!!

　＜ EF9 �を求める＞コイル部分

　　 EF9 �は、電流�L�を時間微分して、
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　　電流の位相�[W�X�は、コイルにかかる電圧の位相　　　　　　　　　 に比べ、
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�遅れている。

　　　　Point

                      コイルの電圧の振幅は ���

　　　　　　　　リアクタンス �/[�電流の振幅� �, �　になっている!!

　＜ DE9 �を求める＞コンデンサー部分

　　 DE9 �は、L�を積分して�T�を求めて計算すると、
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よって、
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　　　　　　　　　　　  ＝ 　　　　　　　　　　　　　　

　　電流の位相�[W���X�は、コンデンサーにかかる電圧の位相 　　　　　　　　　 に

　比べ 
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�
�進んでいる!!

　　　　Point

     　　　　コンデンサーの電圧の振幅は ���

　　　　　　　リアクタンス
�
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���電流の振幅� �, �　になっている!!

　以上より、

　　　　　　9� � DE9 ��� EF9 ��� FG9

　　   �9 VLQ[W�＝ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

右辺は合成公式を使って ���

　　   �9 VLQ  [W� �　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ここで、
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　　※ 補足（合成公式）
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　　　　　ここで、WDQ  D
E
D

　この式が任意の時刻�W�で成り立つので、
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 　より、


